
 

 ｢イクメン」とは積極的に育児に参加

する男性のことというのは前号でも紹

介したとおりです。最近では神戸市にお

いて、父の日にちなんだイクメンの表彰

式が行われたり、長野県佐久市長や文京

区長などが育児休業を自ら取得して、男

性の育児参加をアピールするなど、メデ

ィアなどでも取り上げられる機会が多

くなりました。 

  ｢イクメンプロジェクト」とは、男

性の育児参加を社会全体で積極的に考

え、取り組むことを目的として、厚生労

働省が今年６月に発足したものです。 

各種企業や団体と連携し、セミナーやシ

ンポジウムの企画・運営、イベントの告

知などを行ったり、育休体験談の掲載を

するなど、下記のサイトを 

起点に情報発信しています。 

（詳しくは 

http://www.ikumen-project.jp/proj

ect_aim.html をご覧ください） 

 現在、約３割の男性が｢育児休業を取

得したい｣と希望している一方で、実際

の取得率は 1.72％にとどまっており、

2020 年度までに 13％まで引き上げ

ることを目標に、ワークライフバランス

の実現に取り組んでいます。 

 また、子育てをしたい男性を応援する

べく、「パパ・ママ育休プラス」制度の

導入などをはじめとした｢改正育児・介

護休業法」が６月 30 日から施行されま

した。 

イクメンプロジェクト始動 
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デュオとはイタリア語で「二重唱」「二重奏」を意味します。 

育児休業法改正内容の主なもの 

 

現行 

父も母も、子どもが１歳に達

するまでの１年間育児休業を取

得可能 

改正後 

母（父）だけでなく父（母）も育児休業を取

得する場合、休業可能期間が１歳２か月に達す

るまで（２か月分は父（母）のプラス分に延長

されます。 

①パパ、ママ育休プラス（父母ともに育児休業を取得する場合の休業可能期間 

の延長） 

②出産後８週間以内の父親の育児休業取得の促進 

現行 

育児休業を取得した場合、配

偶者の死亡等の特別な事情がな

い限り、再度の取得は不可能 

改正後 

配偶者の出産後８週間以内の期間内に、父親

が育児休業を取得したん場合には、特別な事情

がなくても、再度の取得が可能となります。 

③労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止 

○労使協定を定めることにより、配偶者が専業主婦（夫）や育児休業中である場合の

労働者から育児休業申出を拒める制度を廃止し、専業主婦（夫）家庭の夫（妻）を含

めすべての労働者が育児休業を取得できるようになります。 



 

 このコーナーでは、主に会員の皆様

からいただいた男女共同参画に関す

る様々な思いを寄せた唄を掲載して

います。特に決まった形式はなく、身

近な生活の中で感じたことや疑問に

思っていることなどを川柳のような

短い言葉で表現したものです。会員以

外の方からの唄も大歓迎ですので、興

味のある方は、ぜひ市役所地域経営室

まで。皆様の作った自慢の句を会報に

載せてみませんか？ 
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 配 偶 者 か ら の 暴 力 で 困 っ て い る 方 な ど の 相 談 を 受け る 窓 口 を 設 け て い ま す 。 こ の よ う な方 に つ い て は「 配
偶 者 か ら の 暴 力 の 防 止 お よ び 被 害 者 の 保 護 に 関 す る法 律 」 に よ り 、 専 門の 相 談 や 必 要 に 応 じ て 一 時 保 護を す
る 施 設 の 入 所 、 配 偶 者 の 接 近 禁 止 な どの 申 し 立 て 制度 が で き て い ま す 。 こ の 法 律 に つ い ての お 問 い 合 わせ や
相 談 が あ り ま し た ら 、 市 役 所 の 女 性 相 談 窓 口 ま た は女 性 相 談 援 助 セ ン タ ー ま で お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い。  
 

＊ 女 性 相 談 窓 口  美 唄 市 役 所 地 域 経 営 室  62-3137（ 受 付 ・ ・ ・ 月 ～ 金 、 ８ 時 ４ ５ 分 ～ １ ７ 時 １ ５ 分 ） 
 
 ＊ 道 立 女 性 相 談 援 助 セ ン タ ー （ 札 幌 ） ０ １ １ ～ ６６ ６ ～ ９ ９ ５ ５ （ 受 付 ・ ・ ・ 月 ～ 金 、 ９ 時 ～ １ ７ 時）  

配偶者 暴力 相談 窓口に つい て  

 ２月７日に開催された「スノーフェス

タ 2010」において、「デュオの会」の

存在と活動を少しでも多くの方々に知

ってもらうため、会報を配布しＰＲ活動

を行いました。 

 当日は、とても寒い日でしたが、皆さ

ん快く会報を受け取ってくれました。 

 これからも「デュオの会」の活動を皆

さんに理解してもらえるように、男女共

同参画の推進に向けた様々な取り組み

を進めていきたいと考えています。 

    

「デュオの会」屋外活動  

啓発活動風景  



 男女共同参画週間（６月２３日～２９

日）にあわせ、｢男女共同参画週間パネル

展」がコアビバイ内の市民ふれあいサロ

ンで開催されました。 

 このパネル展は、男女問わずに誰もが

自分らしく行動し、それぞれの個性や能

力を発揮していきいきと暮らすことがで

きるまち、男女共同参画社会の実現を目

指すための取り組みのひとつとして、市

役所の地域経営室主催のもと昨年から開

催されています。 

 

 ２回目となる今回は道立女性プラザか

ら少子高齢化社会と男女共同参画に関す

るパネル８枚を借り、介護と仕事の両立

による休暇の取得状況や、育児と仕事を

両立できなくなった結果の離職状況など

について展示しました。そのほか｢ワーク

ライフバランス｣｢ＤＶ防止｣｢市の取り組

み」の３つのテーマに分け、配偶者や恋

人間における暴力についてや、買い物・

恋愛・仕事に依存する女性たちをテーマ

とした講演会に関するポスター・チラシ、

家庭内で悩んでいる方に対する相談先な

どを記載したパンフレットなどを掲示・

設置しました。 

 また、今年４月１日から施行された美

唄市男女共同参画条例や美唄市男女共同

参画計画（第２次）など、市で行ってい

る取り組みについてもＰＲし、訪れた人

は熱心に見入っていました。 

男女共同参画週間パネル展 

「カエル！ジャパン」キャンペーン 

みんなで「カエル！ジャパン｣の世界を広

げて行こう！  

 ・働く時間の使い方を｢フリカエル｣ 

 ・仕事以外の、大切な 

時間に「カエル」 

 ・今と未来、自分と周 

  囲を｢カンガエル｣ 

 たとえば… 

○朝、週間（月間）計画表を作ってみる 

 →仕事の優先順位が見える！ 

○会議はみんなで１時間と決めてみる 

 →議題を進めるためムダ話が減る！ 

○明日の分の１時間を今日やってみる 

 →明日に余裕が生まれる！ 

詳しくは内閣府仕事と生活の調和推進室 

http://www8.cao.go.jp/wlb/ 

 をご覧ください。 

「美唄市男女共同参画推進協議会（通称Ｄuo の会）｣会員募集中！  
 会では、新規会員を募集しています。男女共同参画社会づくりに向けて学習し、身近に取り組め

る家庭や職場・地域で実践することを目的としている協議会に興味のある方は、ぜひご連絡くださ

い。  
 *問合せ・入会申込  
 事務局（美唄市役所地域経営室内）        ＴＥＬ ０１２６～６２～３１３７へ  

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

初めて子どもを授かってから早くも８年が経ち、今は２人の子育て中です！ 

平日は、なかなか早くに帰宅できないのですが、休日で家に居る時は、なるべく子

どもと一緒に遊んだり、たまには昼食準備を担当し「パパの作った○○っておいしい

ね！」なんて言われると、次は何を作ろうかな～とヤル気が出ます。 

前回と今回の会報で紹介した「イクメン」には、まだ程遠いかもしれませんが、こ

れからも子育てを通して、様々な事を学びながら子どもの成長と一緒に親として成長

していきたいと思っています。                   （よし） 

美唄市男女共同参画講演会 

 美唄市男女共同参画条例の制定を記念した講演会を開催します。 

 

子育て真っ最中の方や子育て支援に興味のある方など、この機会に「子育て」につ

いてあらためて考えてみませんか。多くの皆さんの参加をお待ちしております。 

 

●日 時  １０月２３日(土) 午後１時 30 分～午後３時 30 分 

●会 場  美唄市民会館２階 大会議室（美唄市西４条南１丁目４－２） 

 

●基調講演 

テーマ 親だけじゃ子どもは育たない 

    ～子育てを支える地域の輪～ 

講 師 中谷
な か や

通恵
み ち え

氏（ＮＰＯ法人お助けネット代表） 

講師紹介…白老町において、子育て広場やファミリー 

サポートの運営などを行う「ＮＰＯ法人お助けネット」 

の代表理事を務めておられます。また、子育て支援に 

ついての講演活動を全国的に行う、子育て支援のプロフェッショナルです。 

 

●参 加 料  無 料   ●定員１００人 

●参加申込  当日参加もできますが、会場・資料準備の都合上、 

できる限り事前にご連絡ください 

●申込・問合せ 市役所地域経営室 

    ℡０１２６－６２－３１３７へ 

  ※託児を希望される場合、１０月１９日(火)までにお申し込みください。 

 

共催 美唄市男女共同参画推進協議会、美唄市、財団法人北海道女性協会 

編集後記 


